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【資
料
紹
介
】
唐
津
藩
の
石
炭
関
係
資
料

梶

嶋

政

司

唐
津
藩
石
炭
史

本
稿
で
は
九
州
大
学
附
属
図
書
館
付
設
記
録

資
料
館
九
州
文
化
史
資
料
部
門
が
所

蔵
す
る
諸
岡
家
文
書

「安
政
三
年
石
炭
山
役
料

一
条
窺
書
井
御
規
定
書
写
」
(資
料
番

号
P

一
〇
四
)
を
紹
介
す
る
。
諸
岡
家
は
唐
津
藩

領
入
野
組
大
庄
屋
を
勤
め
て
い
た
。

最
初
に
唐
津
藩

の
石
炭
史
を
概
観
し
て
お
こ
う
。
大
正
十
四
年
刊
修
訂
増
補

『
東

松
浦
郡
史
』
に
よ
れ
ば
、
唐
津
藩
で
は
享
保
年

間
に
東
松
浦
郡
北
波
方
村
岸
山
字
ド

ゥ
メ
キ
で
石
炭
が
発
見
さ
れ
た
と
言
わ
れ
る
。

所
謂
狸
堀
で
掘
り
出
さ
れ
た
石
炭
は

製
塩
釜
の
燃
料
、
瓦
焼
、
自
家
用
ガ
ラ
焚
な
ど

に
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
幕
末
期
に

各
藩
洋
式
軍
艦
の
燃
料
と
し
て
の
石
炭
需
要
が
高
ま

っ
た
。
文
化
十
四
年
以
降

一
時

唐
津
藩
預
地
の
時
期
を
除

い
て
日
田
代
官
所
支
配

(幕
領
)
と
な

っ
た
松
浦
郡
本
山

村
や
岩
屋
村
お
よ
び
平
山
下
村
で
は
、
幕
末
期

に
鹿
児
島
藩
や
熊
本
藩
お
よ
び
久
留

米
藩
に
よ
る
石
炭
山
の
開
発
が
行
わ
れ
た
。

木
崎
盛
標
が
天
明
四

(
一
七
八
四
)
年
に
完
成

さ
せ
た

『
肥
前
州
産
物
図
考
』
に
は
、

北
波
方
村
岸
山
で
採
掘
さ
れ
た
石
炭
を

「土
場
出
し
車
」
で
近
く
の
徳
須
恵
川
の
土

場
ま
で
運
び
、
そ
こ
か
ら
二
千
斤
か
ら
四
千
斤
を
川
船
に
て
河
口
の
満
島

へ
積
み
下

す
様
子
が
解
説
付
き
で
描
か
れ
て
い
る
。
天
明
期
に
お
け
る
岸
山
の
石
炭
採
掘

の
発

展
が
う
か
が
え
る
。

唐
津
藩

の
石
炭
産
業
が
本
格
的
に
発
展
す
る
の
は
文
政
期
以
降
で
あ
る
。
文
政
年

間
に
藩

の
重
要
国
産
品
の

一
つ
に
数
え
ら
れ
る
。
岸
山
村
の
外
に
相
知
村
や
鶴
牧
村

の
炭
坑
が
開
発
さ
れ
る
の
も
こ
の
頃
と
言
わ
れ
る
。
藩
は
坑
主
で
あ
る
元
方
に
資
金

を
貸
し
付
け
、
出
炭
高
に
応
じ
て
少
額
ず

つ
元
利
を
返
済
さ
せ
る
仕
組
み
を
実
施
し

た
。
貸
し
付
け
は
石
炭
問
屋
と
村
役
人
の
保
証
の
も
と
に
行
わ
れ
た
。
ま
た
石
炭
運

搬
道
路
や
坑
内
排
水
が
流
れ
込
む
な
ど
し
て
損
失
し
た
田
地
に
対
し
て
は
、
潰
地

一

歩
に

つ
き
二
升
の
弁
米
を
給
付
し
て
い
た
。

嘉
永
六

二

八
五
三
)
年
に
長
崎
に
送
ら
れ
た
唐
津
炭
は
七
千
万
斤
に
の
ぼ
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。
幕
末
期
に
お
け
る
唐
津
藩
石
炭
産
業

の
さ
ら
な
る
発
展
が
知
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
藩
は
元
治
元

(
一
八
六
四
)
年
四
月
に
は
相
知
村
和
田
、
慶
応
三

(
一
人
六
七
)
年
二
月
に
は
梶
山
村
押
川
本
谷
の
石
岩
山
を
御
手
山

(藩
営
)
と
し
た
。
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二

「安
政
三
年
石
炭
山
役
料

一
条
窺
書
井
御
規
定
書
写
」
に
つ
い
て

従
来
の
唐
津
藩
石
炭
史

は
、
主
に
松
浦
郡
相

知
村

(天
保
八
年
に
馬
場
村
を
改

称
)
や
梶
山
村
な
ど
松
浦
川
と
支
流
厳
木
川
沿
岸

の
地
域
を
対
象
と
し
て
い
る
。
文

政
頃
に
は
領
内
の
他
地
域
で
も
石
炭
山
開
発
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
知
ら
れ
る
が

実
態
の
解
明
は
な
さ
れ
て
い
な

い
。
紹
介
す
る

「安
政
三
年
石
炭
山
役
料

一
条
窺
書

井
御
規
定
書
写
」
は
安
政
三

(
一
八
五
六
)
年
に
入
野
組

の
菖
津
浦
と
鶴
牧
村
、
田

野
村
と
高
串
浦
と
の
間
で
起
き
た
石
炭
山
庄
屋
役
料
請
取
を
め
ぐ
る
争
論
記
録
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
村

々
で
は
文
政
期

(
一
八

一
八
～

一
八
二
九
)
以
降
、
石
炭
山
か
ら

受
け
取
る
村
益
や
庄
屋
役
料
の
配
分
を
め
ぐ

っ
て
度

々
争
論
が
起
こ
り
、
そ
の
た
び

に
庄
屋
中
に
よ
る
評
議
で
解
決
が
図
ら
れ
る
。
争
論
か
ら
鶴
牧
村
や
田
野
村
に
お
け

る
文
政
期
以
降
の
石
炭
採
掘
状
況
お
よ
び
石
炭

山
と
村
と

の
関
わ
り
の

一
端
を
明
ら

か
と
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
な
お
、
本
文
に
は

口
上
書
や
組
合
議
定
が
書
写
さ
れ
て

い
る
た
め
、
便
宜
上
そ
れ
ら
に
①
か
ら
⑳

の
番

号
を
与
え
た
。
以
下

(1
)
文
政
八
、

九
年

の
組
合
評
議
、
(2
)
菖
津
浦
と
鶴
牧
村

の
争
論
、
(
3
)
田
野
村
と
高
串
浦
の
争

論
、
(
4
)
安
政
三
年
七
月
の
組
合
規
定
の
順
に
概
説
し
て
解
題
と
し
た
い
。

(
1
)
文
政
八
、
九
年
の
組
合
評
議

【⑤

・
⑥
】

文
政
八
年
三
月
十
八
日
、
鶴
牧
村
古
江
の
御
手
山
を
め
ぐ

っ
て
入
野
組
庄
屋
の
組

合
評
議
が
行
わ
れ
た

(⑤
)。
ま
と
め
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
鶴
牧
村
古
江
の

御
手
山
の

「世
話
賃
」
一
文

(石
炭
百
斤
に

つ
き
)
は
採
掘
を
願
い
出
た
菖
津
浦
と
地

所

の
鶴
牧
村
で
折
半
す
る
。

つ
い
て
は

「御
益
銭
納
」
の
人
足
の
半
分
は
鶴
牧
村
か

ら
も
出
す
こ
と
。
家
居
根
山
や
田
所
の
畔
に

つ
い
て
は
鶴
牧
村

へ
一
切
世
話
を
か
け

な

い
た
め
菖
津
浦
が

「村
方

一
文
」
を
受
け
取
る
。
田
地
破
損
は
菖
津
浦
が
引
き
受

け
る
。
鶴
牧
村
内

の
石
炭
山
の
場
合
は
鶴
牧
村
が

「村
方

一
文
」
を
受
け
取
る
。
古

江
御
手
山
な
ら
び
に
鶴
牧
村
支
配
地
に
あ
る
菖
津
浦
名
請
け
の
石
炭
山
の
採
掘
願
に

は
鶴
牧
村
庄
屋
の
奥
印
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
庄
屋
役
料
二
文

(
石
炭
百
斤

に
つ
き
)
の
う
ち

一
文
を
地
所
支
配
の
鶴
牧
村
庄
屋
が
受
け
取
り
、
も
う

一
文
を
菖

津
浦
庄
屋
が

「諸
事
心
配
」
世
話
料
と
し
て
受
け
取
る
。
鶴
牧
浦
願

の
大
坂
山
の
庄

屋
役
料
に
つ
い
て
は
積
入
立
会

の
世
話
料
と
し
て

一
文
を
菖
津
浦

へ
渡
す

こ
と
。

文
政
九
年
十

一
月
二
十
八
日
夜
、
鶴
牧
地
内
の
御
益
山

(御
手
山
)

の
庄
屋
役
料

の
配
分
を
め
ぐ
る
組
合
評
議
が
行
わ
れ
た

(⑥
)。
次
に
当
夜

の
議
論
を
見
て
み
よ

う
。

田
林
野
左
衛
門
殿
は
古
江
御
益
山
の
庄
屋
役
料
は
心
配
り
も
あ
る
の
で
菖
津
浦

庄
屋
が
受
け
取
る
と
の
評
議
を
下
し
て
い
た
。
菖
津
浦
庄
屋
と
し
て
は
鶴
牧
地
内
に

御
益
山

(御
手
山
)
が
あ
る
の
で
半
文
を
鶴
牧
庄
屋

へ
渡
し
、
自
村
が

一
文
半
を
受

け
取
る
考
え
で
あ

っ
た
。

一
方
鶴
牧
村
庄
屋
は
、
御
益
山
と
な

っ
て
も
鶴
牧
村
の
土

地
な
の
で
庄
屋
役
料
の
半
分
を
受
け
取
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
御
益
山
庄
屋
役
料
が

半
額

で
は
菖
津
浦

の
心
配
り
が
不
行
き
届
き
と
な
る
な
ら
ば
、
鶴
牧
村

の
土
地
な
の

で
鶴
牧
村
が
出
願
し
て
心
配
り
す
れ
ば
よ
い
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
菖
津
浦
と
し

て
は
先
年
願
い
出
て
い
た
場
所
が
御
手
山
に
指
定
さ
れ
た
の
で
あ

っ
て
、
好
ん
で
鶴

牧
村

の
土
地
に
御
手
山
を
願

い
出
た
訳
で
は
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。
文
政
八
年
三

月
の
評
議
の
際
は
、
鶴
牧
村
が
願
い
出
た
大
坂
山
の
出
炭
船
場
の
心
配
り
を
菖
津
浦

が
庄
屋
役
料
半
分
を
得
て
受
け
持

っ
た
の
で
、
鶴
牧
村
が
受
け
取
る
古
江
山
庄
屋
役

料

の
半
額
と
相
殺
す
る
こ
と
で
折
り
合
い
が
付
い
て
い
た
が
、
文
政
八
年
九
月
に
大

坂
山
が
潰
れ
、
新
た
に
鶴
牧
村
が
願
い
出
た
丸
田
山
は
菖
津
浦

へ
船
場
立
会
を
依
頼

せ
ず
庄
屋
役
料
全
額
を
鶴
牧
村
が
受
け
取

っ
て
い
た
。
こ
れ
で
は
菖
津
浦
が
気
の
毒

で
あ
る
が
、
双
方
懸
け
合

っ
て
も
坪
が
明
か
な
い
。
そ
こ
で
菖
津
浦
は
大
庄
屋

へ
昨

文
政
八
年
三
月
十
八
日
の
評
議
内
容
の
確
認
行

っ
た
が
、
当
時
の
参
会
者

の
認
識
は
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船
場
立
会
を
菖
津
浦
が
受
け
持

つ
こ
と
は
大
坂

山
に
限

っ
た
取
り
決
め
で
あ

っ
た
。

菖
津
浦
と
し
て
は
納
得
し
が
た

い
が
結
局
翌
朝

ま
で
に
得
心
し
て
、
次
の
様
な
取
り

決
め
が
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
鶴
牧
村
が
願
い
出
た
石
炭
山
は
菖
津
浦

へ
は
関

わ
り
な
い
。
菖
津
浦
が
鶴
牧
村

の
土
地
に
石
炭

山
の
採
掘
を
願
い
出
る
時
は
鶴
牧
村

の
加
判
を
必
要
と
し
て
庄
屋
役
料
は
折
半
す
る
。

(2
)
菖
津
浦
と
鶴
牧
村

の
争
論

【④

・
①
】

安
政
三
年
六
月
、
菖
津
浦
古
土
井
の
石
炭
山
役
料
の
配
分
が
、
菖
津
浦
と
鶴
牧
村

と
の
間
で
問
題
と
な

っ
た
。
組
合
評
議
で
の
解

決
し
な
か
っ
た
た
め
菖
津
浦
庄
屋
日

高
清
治
は
口
上
書
を
提
出
し
た

(④
)。

口
上

書
で
は
、
鶴
牧
村
庄
屋
は
菖
津
浦
古

土
井
の
石
炭
山
役
料

(庄
屋
役
料
)
の
半
分

一
文
を
免
定
元
な
の
で
受
け
取
る
こ
と

を
主
張
す
る
が
、
菖
津
浦
庄
屋
日
高
清
治
は
、
古
土
井

の
石
炭
山
役
料
は
積
入
立
会

や
御
益
取
立
そ
の
ほ
か
山
方
に
関
わ
る
諸
事
に

つ
い
て
心
を
配

っ
て
い
る
理
由
で
得

て
い
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
文
化
四
年
、
同
七
年
の
先
例
で
は
庄
屋
役
料
の
全
額

を
菖
津
浦
が
得
て
い
た
も

の
を
文
政
三
年
以
降
に
な

っ
て
菖
津
浦
の
採
掘
願
に
際
し

て
鶴
牧
村
庄
屋
が
加
判
し
て
庄
屋
役
料
を
折
半
す
る
こ
と
に
な

っ
た
も
の
で
あ
る
と

し
て
、
庄
屋
役
料
の
自
村

へ
の
全
額
受
領
を
主
張
す
る
。
鶴
牧
村
が
主
張
す
る

「御

免
定
地
類
」
と
い
う
主
張
に
対
し
て
は
、
そ
の
事
実
は
認
め
な
が
ら
も
年

々
の
年
貢

米
も
遅
滞
な
く
納
め
て
い
る
と
主
張
し
て
い
る
。

一
方
、
鶴
牧
村
庄
屋
鶴

田
治
郎
右
衛
門
は
、

菖
津
浦
茂
四
郎
が
採
掘
を
始
め
た

「中
蔵
願
石
炭
掘
跡
」
に

つ
い
て
口
上
書
を
提
出

し
た

(①
)。
菖
津
浦
茂
四
郎
が
再

開
発
し
た

「中
蔵
願
石
炭
掘
跡
」
は
鶴
牧
村
が
加
印
す
る
べ
き
と
こ
ろ
、
菖
津
浦
庄

屋

一
判
で
採
掘
願
を
提
出
し
て
い
る
が
、
文
政
三
年
か
ら
嘉
永
三
年
ま
で
の
旧
例
と

文
政
八
年
三
月
十
八
日
の
組
評
議
通
り
に
役
料
を
折
半
す
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
菖
津
浦
は
、
高
串
村
が

一
判
で
済
ま
せ
て
い
る

こ
と
を
引
き
合
い
に
出
し
、
役
料
は
願
村
が
得
る
も
の
な
の
で
菖
津
浦
庄
屋

}
人
が

受
け
取
る
と
主
張
し
た
。

(3
)
田
野
村
と
高
串
浦
の
争
論

【②

・
⑪

・
③
】

同
様

の
争
論
は
田
野
村
と
高
串
浦
と
の
間
で
も
起

こ
っ
て
い
る
。
②
は
田
野
村
庄

屋
池
田
傳
蔵
が
安
政
三
年
六
月
に
提
出
し
た
口
上
書
で
あ
る
。
田
野
村
は
文
政
元
年

高
串
浦
字
土
井
の
浦
に
石
炭
山
を
開
坑
す
る
こ
と
を
願
い
出
た

(⑪
)
が
、
役
料

・

村
益
等
は
高
串
浦

へ
関
わ
り
な
か
っ
た
。
嘉
永
元
年
頃
か
ら
高
串
浦
に
よ
り
土
井
の

浦
石
炭
山
の
開
発
が
な
さ
れ
組
合
旧
例

の
通
り
役
料
折
半
と
な

っ
た
。
高
串
浦
庄
屋

は
役
料
は
心
配
料
な
の
で
田
野
村
に
半
分
を
遣
わ
す
必
要
は
な

い
と
主
張
す
る
。

こ

れ
に
対
し
て
田
野
村
は
従
来
ど
お
り
役
料
折
半
す
る
こ
と
、
高
串
浦
は
田
野
村
支
配

地
な

の
で
採
炭
願
に
奥
印
を
据
え
る
こ
と
を
主
張
し
、
旧
例
組
合
評
議
の
遵
守
を
求

め
て
い
る
。

一
方
、
③
は
土
井
の
浦
石
炭
山
に
つ
い
て
の
高
串
浦
分
庄
屋
池
田
覚
右
衛
門
と
高

串
釣
分
庄
屋
冨
永
宗
次
右
衛
門
が
出
し
た
口
上
書
で
あ
る
。
高
串
側
は
、
石
炭
山
役

料
と
は
積
入
立
会
、
御
益
取
立
そ
の
ほ
か
山
方
に
関
わ
る
諸
事
に
つ
い
て
心
を
配

っ

て
い
る
理
由
で
得
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
説
明
す
る
。
高
串
側
の
主
張
に
よ
れ
ば
以

前
は
採
掘
願
を
出
し
た
村

の
庄
屋
が
役
料
を
得
て
い
た
と
こ
ろ
、
田
野
村
庄
屋
太
郎

兵
衛
代
に
な
り
折
半
す
る
よ
う
に
な

っ
た
が
、
こ
の
度

の
土
井
浦

の
ケ
ー
ス
は
高
串

浦
庄
屋
名
請
地
の
た
め
田
野
村

へ
役
料
半
分
を
遣
わ
す
筋
合
い
は
な

い
と
す
る
。

(4
)
安
政
三
年
七
月
の
組
合
規
定

【⑦

・
⑧

・
⑨

・
⑩
】

六
月
十
九
日
、
菖
津
浦
と
高
串
浦
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
申
し
出
が
あ
り
、

石
炭
山
庄
屋
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役
料
に
関
す
る
組
合
惣
会
か
開
か
れ
評
議
し
た

が
決
着
が

つ
か
ず
、
御
役
所
伺

い
の

た
め
同
二
十
三
日
に
書
類
を
揃
え
て
地
方
手
代
麻
生
芳
助
宅
を
訪
ね
た
。
七
月
九
日

に
は
大
庄
屋
添
書
を
追
加
提
出
す
る
。
同
二
十

一
日
に
得
た
御
評
議

の
結
果
が
⑨

「御
書
付
写
」
で
あ
る
。
同
書
に
よ
る
と
、
菖

津
浦
と
高
串
浦
の
石
炭
山
庄
屋
役
料

は
近
頃
地
元

へ
の
相
談
を
せ
ず

一
判
の
採
掘
願

を
出
し
て
許
可
さ
れ
て
い
る
。
両
浦

は
、
地
元
の
鶴
牧
村
と
田
野
村
は
何
も
携
わ

っ
て
い
な
い
の
で
役
料
半
分
を
分
け
取

り
す
る
筋
合
い
は
無

い
と
申
し
立
て
る
が
、
石
炭
は
田
畑
の
下
土
中
か
ら
掘
り
出
し
、

炭
置
場
や
間
部

口
は
田
畑
を
潰
し
て
い
る
の
で
、
菖
津
浦
が
名
請
け
し
て
い
る
地
で

あ

っ
て
も
地
元
鶴
牧
村

へ
相
談
す
る
べ
き
で
あ

る
。
文
政
九
年
十

一
月

の
組
合
庄
屋

評
議
を
守
る
こ
と
が
命
じ
ら
れ
た
。
加
え
て
、
採
掘
願
を
出
す
前
に
双
方

の
村
役
人

相
談
す
る
こ
と
、
菖
津
浦
と
高
串
浦
の
石
炭
山
見
廻
等
に
鶴
牧
村
と
田
野
村
も
出
役

す
る
こ
と
、
石
炭
山
は
最
近
不
景
気
な
の
で
売
り
捌
き
方
に
特
別
心
懸
け
御
益
銭
を

増
す
よ
う
に
心
を
配
る
よ
う
申
し
渡
さ
れ
た
。

七
月
二
十
四
日
に
は
組
村

々
が
出
会
し
組
合

規
定
を
決
議
し
て
い
る

(⑩
)
。
大

庄
屋
諸
岡
淳
蔵
、
鶴
牧
村
鶴
田
治
郎
右
衛
門
、

田
野
村
池
田
伝
蔵
な
ど
五
名
が
出
席

し
、
菖
津
浦
、
高
串
浦
は
そ
れ
ぞ
れ
代
役
が
出
席
、
不
参
は
二
か
村
で
あ

っ
た
。
石

炭
山
願
は
、
浦
方
名
請
地
で
あ

っ
て
も
支
配

(地
元
)
村
方

へ
談
合
の
上
、
差
し
支

え
な
け
れ
ば
両
者
庄
屋
名
頭
連
印
大
庄
屋
加
判

し
て
願
い
出
る
こ
と
。
鶴
牧
村
願
山

は
菖
津
浦

へ
関
わ
り
は
な
い
。
菖
津
浦
願
は
鶴
牧
村
地
類
な
の
で
加
判
し
て
役
料
を

折
半
す
る
こ
と
。
高
串
浦
は
庄
屋
が
二
人
な

の
で
三
等
分
す
る
こ
と
。
浦
願
の
庄
屋

役
料
は
地
元
と
折
半
す
る
の
で
、
両
者
で
炭
山

の
関
す
る
諸
事

(山
見
廻
り
、
船
積

立
会
な
ど
)
の
世
話
を
す
る
こ
と
。
浦
方
願
の
場
合
村
益

一
文
も
支
配
村
と
折
半
し
、

御
益
取
立
や
山
見
廻
の
人
足
等
は
両
者
で
負
担

し
、
田
所
損
所
が
出
来
た
場
合
な
ど

も
同
様
に
両
者
が
ら
人
足
を
差
し
出
す
こ
と
な
ど
が
取
り
決
め
ら
れ
た

(⑩
の
貼
付

文
書
に
よ
れ
ば
御
益
上
納
は
願
村
が
行
う
こ
と
に
な

っ
て
い
る
)
。

注

久
敬
社
、

一
九
二
五
年
。

唐
津
藩
士
木
崎
盛
標
は
、
正
徳
元

(
一
七

=

)
年
生
ま
れ
。
宝
暦
十
二

(
一
七
六

二
)
年
三
河
国
岡
崎
よ
り
入
封
し
た
水
野
忠
任
に
従

っ
て
唐
津
に
来
住
し
た
。
『
肥
前

州
産
物
図
考
』
の
写
本
は
佐
賀
県
立
博
物
館
、
国
立
国
会
図
書
な
ど
に
諸
本
が
あ
る
。

『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』
第
十
巻

(二
=

書
房
、

一
九
七
〇
年
)
に
収
録
さ
れ
て

い
る
。
九
州
大
学
工
学
部
地
球
資
源
シ
ス
テ
ム
工
学
部
門
内
図
書
室
に
は
石
炭
絵
図

部
分
を
写
し
た

「唐
津
石
炭
採
掘
之
図
」
が
あ
る

(『九
州
大
学
工
学
部
所
蔵
鉱
山

.

製
錬
関
係
史
料
』
(宮
崎
克
則
、
二
〇
〇
五
年
)。

小
宮
睦
之

「唐
津
藩
」
(『佐
賀
県
史
』
中
巻
、

一
九
六
八
年
)。
以
下
適
宜
参
照
し
た
。

檜
垣
元
吉

「唐
津
藩
石
炭
史
の
研
究
」
(『
史
淵
』
八
二
輯
、

一
九
六
〇
年
、
『近
世
北

部
九
州
諸
藩
史
の
研
究
』
(九
州
大
学
出
版
会
、

一
九
九

一
年
)
に
再
録
)

長
野
暹

氏
に
よ
れ
ば
、
許
可
を
得
た
請
負
人
が
出
炭
を
行
い
、
藩
に
運
上
銀
、
冥

加
銀
を
上
納
す
る
請
山
制
と
は
異
な
り
、
御
手
山
で
は
藩
か
ら
派
遣
さ
れ
た
掛
役
の

指
揮
監
督
の
下
に
出
炭
を
行
う
。
相
知
村
和
田
の
御
手
山
で
は
梶
山
村
庄
屋
を
兼
帯

し
て
い
た
黒
岩
村
庄
屋
向
郁
治
が
掛
役
と
な
り
、
相
知
村
向
定
吉
を
支
配
人
に
指
名

し
て
採
掘
を
行
っ
た
。
梶
山
村
押
川
本
谷
の
場
合
、
梶
山
村
庄
屋
小
野
善
助
、
大
庄

屋
田
崎
九
郎
を
掛
り
、
向
定
吉
が
支
配
人
と
し
て
御
手
山
経
営
を
行

っ
た

(
長
野
暹

「唐
津
藩
の
石
炭
御
手
山
経
営
に
関
す
る
若
干
の
考
察
」
(『佐
賀
大
学
経
済
論
集
』
第

十
九
巻

一
号
、

一
九
八
六
年
)、
同

「唐
津
藩
御
手
石
炭
山
の
分
析
」
(『
エ
ネ
ル
ギ
ー

史
研
究
』
第

一
五
号
、

一
九
九

一
年
))。
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(
6
)

『
石
炭
史

佐
賀

県

石
炭

産
業

資
料

(文
書

・
文
献
編

)
』
(
一
九

八
六

年
)
に
よ
れ

ば
、

大
正
期
以
降
肥
前
町
地
区
に
開
坑
し
た
九
ヶ
所
の
炭
坑
の
う
ち
、
古
江
炭
坑
や
高
串

炭
坑
は
近
世
後
期
に
は
開
発
さ
れ
て
い
る
。

(7
)

組
合
評
議
と
は
入
野
組
に
属
す
る
村
々
の
庄
屋
会
議
の
こ
と
で
あ
る
。
唐
津
藩
で

は
大
庄
屋
の
組
毎
に
庄
屋
会
議
が
開
か
れ
て
い
る

(宮
崎
克
則

「会
議
を
開
く
庄
屋
た

ち
」
、
『
九
州

史
学

』

=

二
三
号
、

二
〇

〇

二
年
)
。

(
8
)

出

炭
高

に
応

じ

て
村

に
支

払
わ

れ

る
費
用

を

「村
益

」

と
言
う

。

「
村
方

一
文

」

は

「村
益
」
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
庄
屋
役
料
は
石
炭
採
掘
に
際
し
て
庄
屋
が
得
る
役

料
の
こ
と
で

「石
炭
山
役
料
」
と
も
言
う
。
古
江
御
手
山
を
は
じ
め
鶴
牧
村
や
田
野
村

の
石
炭

山

で

は
百

斤

に

つ
き
村

益

は

一
文

、
庄

屋
役

料

は

二
文

で
あ

る
。
長
野
暹

氏

に
よ
れ
ば
相
知
村
和
田
や
梶
山
村
押
川
の
御
手
山
で
も
庄
屋
役
料
は
二
文
で
あ
っ
た

が
、
梶
山
村
の
村
益
は
二
文
と
な

っ
て
い
る
。
な
お
梶
山
村
押
川
御
手
山
の
上
石
炭

百
斤
の
経
費
見
積
で
は
総
額

一
貫
四
百
五
十
文
の
ち
、
三
十
八
%
に
あ
た
る
四
百
八

十
文
が
掘
賃
、
藩
の
御
益
は
百
五
文
で
八
%
に
相
当
し

(長
野
前
掲
論
文
)、
相
対
的

に
見
る
と
総
経
費
の
な
か
に
占
め
る
庄
屋
役
料
は
必
ず
し
も
多
く
は
な
い
。

(9
)

免
定
と
は
そ
の
年
の
年
貢
高
を
代
官
が
村
宛
に
発
し
た
文
書
を
さ
す
。
こ
の
記
述

に
よ
る
と
菖
津
浦
の
年
貢
割
付
は
鶴
牧
村
宛

の
免
定
に

一
括
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。
菖
津
村
は

「天
保
郷
帳
」
で
は
鶴
牧
村
二
百
九
十

一
石
余
に
含
め
て
表
記
さ
れ

て

い
る
。

「郷
村

区
別

帳
」
で
は
鶴
牧

村

の
枝
村

と

し

て
見
え

る
。

「
正
保

国
絵

図
」
で

は
菖
津
村
は
別
に
高
づ
け
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
近
世
前
期
に
鶴
牧
村
か
ら
分
村
し

て

い
た

こ
と
が

わ
か

る
。

(
10
)

下

の
表

は

田
野
村

お

よ
び

菖
津

浦

・
鶴

牧
村

に
よ

る

石
炭

採
掘

願

の

一
覧

で
あ

る

(⑪
～
⑳
)
。
文
政
三
年
以
降
は
菖
津
浦
と
鶴
牧
村
の
村
役
人
に
よ
る
連
署
で
願
書
が

提
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る

(文
政
五
年
以
降
は
大
庄
屋
も
加
判
)。
と
こ

ろ

で

こ

の
表

か

ら

は
様

々
な

疑

問
点

が

浮

か

ぶ
。

開

発

者

(
「
元
方

」
)

と

差

出

者

(村
)
と
の
関
係
も
不
明
で
あ
る
し
、
宛
所
の
変
化
や
御
運
上
と
御
益
銭
の
相
違
が
請

山
制
、
御
手
山
制
の
別
に
よ
る
も
の
な
か
の
等
に
つ
い
て
も
さ
ら
な
る
検
討
を
要
す

る
。

こ

こ
で

は
さ

し

あ
た

り
各

村

・
浦

が

願
主

と
な

っ
て
開

発
さ

れ

た

石
炭

山
を

知

る

こ
と
が
出

来

る

こ
と

の
み
を
指

摘

し
て
お

き
た

い
。

石炭採掘願一覧(文 政元年～嘉永3年)
番号条件宛所差出者場所開発者年月 日

田野村による石炭採炭願

⑪

⑫

⑬

御運上5貫 目

御運上銭10貫文

御運上七二銭20匁

浦山方御役所

浦山方御役所、
御代官御役所

浦山方御役所

田野村名頭・庄
屋、入野組大庄屋

田野村名頭・庄
屋、入野組大庄屋

田野村名頭・庄屋

土井の浦

土井の浦

えびすが浦

田野村

田野村

高串浦源三郎、
十治郎

文政元年8月25日

文政2年2月17日

文政7年10月27日

⑭浦山方御役所田野村名頭・庄屋
土井の浦、

糀房
高串浦松三郎、
半七

文政9年3月25日

⑮御 益銭生 石100斤 に
つき2.5文

御仕法御役所田野村名頭 ・庄屋糀房田野村福左衛門文政10年2月

⑯御益銭(100斤 につ
き)3文御趣法御役所

田野村名頭・庄
屋、入野組大庄屋えびすが浦

菖津浦・鶴牧村による石炭採掘願

水主町傳兵衛天保元年2月

⑰

⑱

御運上七二銭

御運上 七二銭120匁

(2ケ所)

浦山御役所

浦山御役所

菖津浦名頭・庄
屋、鶴牧村名頭・
菖津浦名頭・庄
屋、鶴牧村名頭・
庄屋、入野組大庄

鶴牧村の内

鶴牧村の内
菖津浦下場

菖津浦清太夫

菖津浦仲蔵

文政3年4月

文政5年11月5日

⑲

⑳

⑳

⑳

⑳

⑳

⑳

⑳

御運上 七二銭150匁

(2ケ所)

御益銭100斤 につき
4文 ・5文(2ヶ所)

御益銭100斤 につき
7文

御運上100斤 につき
4.5文

御益銭

御益銭100斤 につき
8文

御益銭100斤につき
5文

御益銭100斤につき
5文

浦山方御役所

浦山方御役所

浦山方御役所

浦山方御役所

地方御役所

地方御役所

地方御役所

地方御役所

菖津浦名頭・庄
屋、鶴牧村名頭・
菖津浦名頭・庄
屋、鶴牧村名頭・
庄屋、入野組大庄
菖津浦名頭・庄
屋、鶴牧村名頭・
菖津浦名頭・庄
屋、鶴牧村名頭・
庄屋、入野組大庄
菖津浦名頭・庄
屋、鶴牧村名頭・
庄屋、入野組大庄
菖津浦名頭・庄
屋、鶴牧村名頭 ・
庄屋、入野組大庄
菖津浦名頭・庄
屋、鶴牧村名頭 ・
庄屋、入野組大庄
菖津浦名頭・庄
屋、鶴牧村名頭・
庄屋 入野組大庄

鶴牧村の内
菖津浦下場

鶴牧村の内
下タ場

鶴牧村の内
古江
鶴牧村の内
菖津平家居
根山の内

鶴牧村の内
岩屋

鶴牧村の内
浦の田

鶴牧村の内
菖津平

鶴牧村の内

菖根坂

菖津浦願主仲蔵

菖津浦中蔵

稗田村久作

菖津浦願主中蔵

星賀浦庄三郎

元方由宇

菖津浦甚左衛門

元方入野村勘兵
衛

文政7年2月

文政8年3月24日

文政8年4月

文政9年11月

文政12年3月25日

嘉永2年5月

嘉永3年6月

嘉永3年11月

(典拠)諸 岡家文書PlO4「安政三年石炭山役料一条窺書井御規定書写」
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高
串
浦
の
村
高
は

「天
保
郷
帳
」
で
は
田
野
村
に
併
せ
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
「正
保

国
絵
図
」
で
は
田
野
村
百
六
十
三
石
余
と
は
別
に
高
串
浦
と
し
て
四
十

一
石
余
が
高

づ
け
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
近
世
前
期
に
田
野
村
か
ら
分
村
し
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。
高
串
浦
側
は
口
上
書

(③
)
で
、
田
野
村
が
免
定
地
類
な
の
で
役
料
の
半
分
を

受
け
取
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
と
説
明
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
高
串
浦
の
年
貢
割

付
が
田
野
村
宛
の
免
定
に

一
括
さ
れ
て
い
た
と
見
な
す
こ
と
が
出
来
よ
う
。

諸
岡
文
書

一
七
六

「組
合

一
統
評
義
録
」
に
よ
れ
ば
、
六
月
十
九
日
の
組
合
評
議
の

議
題
は
一
昨
寅

(安
政
元
年
)
に
高
串
浦
が
願
い
出
た
高
串
浦
仏
田
石
炭
山
と
当
辰
五

月
に
菖
津
浦
が
願
い
出
た
菖
津
浦
古
井
戸
炭
山
の
庄
屋
役
料
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ

っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。

安
政
三
辰
六
月
十
九
日
出
会
評
儀

一
高
串
浦
仏
田
石
炭
山

一
昨
寅
年
高
串
願

一
菖
津
浦
古
土
井
炭
山
当
辰
五
月
菖
津
願

右
炭
山
役
料
之
儀
浦
方
願
二
而
諸
事
心
配
願
所
二
而
致
候
二付
、
地
類
岡
村
江
役
料
遣
候

筋
有
之
間
敷
、
高
串
両
所
菖
津
存
念
二
候
得
共
、
御
仕
法
以
来
文
政
九
戌
年
菖
津
願
古

江
山
役
料
之
義
弐
ツ
訳
之
組
評
二
相
成
居
、
地
類
之
義
二
付
前
方
6
願
書
奥
印
役
料
弐

ツ
訳
相
成
来
居
、
此
節
新
格
地
類
二
不
拘
段
無
之
鶴
牧
田
野
存
念
二
而
相
対
掛
合
相
成

候
得
共
、
不
相
決
此
節
組
評
持
出
及
評
儀
候
得
共
、
組
合
二
而
何
レ
共
決
兼
候
間
、
伺

之
上
御
沙
汰
二
相
決
し
可
申
事

出
席

諸
岡
淳
蔵

大
浦
又
八
郎

吉
田
貞
左
衛
門

鶴
田
治
郎
右
衛
門

石
田
清
右
衛
門

冨
永
宗
次
右
衛
門

池
田
傳
蔵

吉
田
守
之
助

池
田
加
太
郎

治
三
郎

清
七
郎

栄
太
郎

高
串
浦
と
田
野
村
の

「村
益

一
文
」
の
配
分
を
め
ぐ
っ
て
の
争
い
は
、
九
月
五
日
の

組
合
評
議
で
次
の
様
に
決
着
し
て
い
る
。

諸
岡
文
書

一
七
六

「組
合

一
統
評
義
録
」

辰
九
月
五
日
出
会
評
儀

(中
略
)

先
評
地
方
伺
御
沙
汰
之
向
炭
方

一
件
帳
二
記

一
高
串
願
石
炭
山
村
益
壱
文
地
元
田
野
江
弐
ツ
訳
高
串
不
服
之
事

此
段
鶴
牧
菖
津
仕
来
通
先
例
之
義
二付
弐
ツ
訳
当
然
之
事
、
然
ル
上
者
訳
人
足
中

仕
等
二
至
迄
鶴
牧
菖
津
同
様
可
致
事

一〇〇1一



(表
紙
)

安
政
三
年

石
炭
山
役
料

一
条
窺
書
井
御
規
定
書
写

辰
七
月

大
庄
屋諸

岡
淳
蔵

タ テ25.2cm× ヨ コ17.Ocm

 

①

申
上
候

口
上
覚

一
鶴
牧
村
之
内
菖
津
願
石
炭
山
鶴
牧
村
支
配
地
所

二
付
旧
例
茂
御
座
候
処
、
文
政

八
酉
三
月
十
八
日
、
同
九
戌
十

一
月
廿
八

日
両
度
組
合
評
儀

二
而
支
配
村
右
加

印
之
上
役
料
弐
ツ
割
評
決

二
相
成
居
候
通
、
文
政
三
辰
年
6
嘉
永
三
戌
年
願
迄

数
年
之
間
加
印
仕
御
願
申
上
役
料
弐
ツ
割

請
取
来
居
候
処
、
此
節
菖
津
浦
茂
四

郎
前
方
菖
津
浦
中
蔵
願
石
炭
掘
跡
仕
繰
仕

、
最
早
出
石
仕
候
趣
承
知
仕
候
得
共
、

菖
津
浦
庄
屋
方
6
何
共
不
申
来
候

二
付
、
当
月
十
三
日
旧
例
之
通
御
願
可
申
上

旨
菖
津
浦
庄
屋
江
懸
合
候
処
、
菖
津
浦
庄
屋

一
判
之
願
書
差
上
居
候
段
相
答
候

二
付
、
旧
例
茂
有
之
上
組
合
評
儀
相
決

シ
居
候
儀
二
付
、
御
申
出
有
之
加
印
致

候
上
御
願
被
成
候
筈
之
処
、
無
断

一
判
二
而
御
願
被
成
候
訳
無
之
、
当
役
料
旧

例
組
評
儀
通
弐

ツ
割
出
銭
有
之
候
様
懸
合
候
処
、
願
向
者
高
串
江
間
合
候
処

一

判

二
而
御
願
申
上
相
済
候
段
申
来
候

二
付

一
判
二
而
御
願
申
上
候
、
役
料
之
儀
者

願
村

二
被
下
候

二
付
、
拙
者
壱
人
二
而
請

取
可
申
旨
返
答
有
之
候
、
文
政
三
辰

年
6
嘉
永
三
戌
年
願
迄
数
年
加
印
仕
御
願
中
上
役
料
弐
ツ
割
請
取
来
居
候
処
、

此
節
菖
津
浦
茂
四
郎
願
山
6

一
判
願
書
差
上
役
料
壱
人
二
而
受
取
被
申
候
儀
、

旧
例
尚
組
評
儀
相
用
無
之
相
対
二
而
坪
付
不
申
候
二
付
、
御
苦
労
二
罷
成
申
候
得

土
ハ、
右
之
段
御
組
取
被
下
宜
御
取
計
被
下
置
候
様
此
段
以
口
上
書
申
上
候
以
上

鶴
牧
村
庄
屋

辰
六
月

鶴
田
治
郎
右
衛
門

(印
)

申
上

口
上
覚

一
当
村
先
庄
屋
源
治
代
文
政
元
寅
年
高
串
浦
之
者
持
地
字
土
井
の
浦
江
初
而
当
村

6
石
炭
山
御
願
申
上
、
其
後
所
々
同
様
当
村
6
御
願
申
上
、
役
料
村
益
等
高
串

浦
江
少
茂
相
抱
り
不
申
候
処
、
嘉
永
元
年
之
頃
ち
高
串
浦
地
主
之
場
所
者
同
所

6
直

二
御
願
申
上
石
炭
山
仕
候

二
付
、
組
合
旧
例
之
通
役
料
弐
ツ
訳
父
傳
左
衛

門
代
6
受
取
来
候
処
、
役
料
之
儀
者
心
配
料
之
義

二
付
遣
得
不
申
段
去
七
月
八

日
高
串
浦
両
庄
屋
6
申
出

二
相
成
候
得
共
、
親
代
6
請
取
来
り
尚
組
合
類
例
茂

御
座
候
得
者
可
受
取
筋
与
奉
存
、
其
後
数
度
懸
合
候
而
茂
不
相
渡
、
殊

二
去
六
月

迄
之
役
料
弐
ツ
訳
之
勘
定
高
串
6
申
越
未
受
取
不
足
茂
御
座
候
得
共
、
是
以
同

様
出
銭

二
不
相
成
、
何
分
相
対
二
而
坪
付
不
申
候
二
付
、
是
迄
之
通
役
料
弐

ツ
訳

相
渡
候
様
、
尚

又
高
串
浦
之
義
当
村
支
配
地

二
御
座
候
得
者
石
炭
山
願
之
節
者

奥
印
仕
度
奉
存
候
、
規
定
之
義
者
鶴
牧
村
菖
津
浦
役
料

一
条

二
付
鶴
牧
村
庄
屋

6
調
出
二
相
成
候
通
り

二
御
座
候
、
御
苦
労

二
罷
成
候
得
共
右
之
段
御
組
訳
旧

例
組
合
評
儀
之
通
御
取
計
被
下
置
候
様
此
段
以
書
取
申
上
候
以
上

田
野
村
庄
屋

辰
六
月

池
田
傳
蔵

(印
)
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乍
恐
御
内
分
申
上
口
上
覚

石
炭
山
役
料
之
儀
積
入
立
会
御
益
取
立
其
外
山
方
二
付
不
依
何
事
心
配
仕
候
廉

を
以
被
下
置
候
儀
与
奉
存
候
、
然
ル
処
此
節
御
願
申
上
候
当
浦
土
井
浦
石
炭
山

役
料
之
内
半
高
、
御
免
定
地
類
之
儀
二
付
可
請
取
旨
田
野
村
庄
屋
6
申
出
候
、

左
候
得
者
山
方
心
配
仕
候
詮
茂
無
御
座
且
田
野
村
之
儀
御
免
定
元
与
者
乍
申
当
浦

名
請
之
田
畑
御
年
貢
米
其
外
諸
掛
り
物
等
二
至
迄
私
共
二
而
取
立
田
野
村
御
年

貢
皆
済
以
前
聯
無
滞
差
立
来
り
申
候
、
山
方
二
就
而
ハ
何
之
心
配
茂
不
仕
御
免

定
地
類
之
た
め
役
料
半
高
差
出
候
儀
何
共
難
渋
千
萬
奉
存
候
、
当
組
合
之
儀
者

何
レ
之
村
二
而
茂
間
部
口
其
村
6
明
候
得
者
、
間
部
内
之
儀
者
何
方
江
掘
入
候
共

役
料
之
儀
者
其
村
二
而
取
来
り
申
候
、
先
御
代
者
役
料
之
儀
願
村
二
而
取
来
り
申

候
、
先
役
田
野
村
庄
屋
太
郎
兵
衛
代
二
相
成
半
高
請
取
候
様
相
成
申
候
、
此
節

土
井
浦
炭
山
之
儀
者
当
浦
田
所
殊
二
浦
分
庄
屋
名
請
之
場
所
二
御
座
候
得
者
半
高

差
出
候
筋
合
無
御
座
奉
存
候
段
田
野
村
庄
屋
江
申
遣
候
処
、
組
合
庄
屋
評
儀
仕

候
得
共
何
分
二
茂
成
寄
不
申
不
得
止
事
達

御
聴
二
申
候
、
御
時
節
柄
奉
掛

御
苦
労
候
段
奉
恐
入
候
得
共
格
別
之
以

御
勘
弁

御
慈
悲
之
御
沙
汰
被
成
下

置
候
ハ
、
重
畳
難
在
仕
合
可
奉
存
候
、
依
之
乍
恐
御
内
分
申
上
候
以
上

高
串
浦
分
庄
屋

辰
六
月

池
田
覚
右
衛
門

(印
)

同
釣
分
庄
屋

冨
永
宗
次
右
衛
門

(印
)

乍
恐
御
内
分
申
上
口
上
覚

此
節
御
願
申
上
候
、
当
浦
字
古
土
井
石
炭
山
役
料
之
儀
鶴
牧
村
庄
屋
6
御
免
定

元
之
儀
二
付
半
高
壱
文
可
受
取
旨
申
出
候
処
、
右
者
石
炭
山
積
入
立
会
御
益
取

立
其
外
山
方
二
相
拘
り
候
儀
不
寄
何
事
二
私
二
而
心
配
仕
、
其
廉
を
以
被
下
置
候

役
料
与
奉
存
候
、
先
水
野
様
御
代
文
化
四
年
当
浦
又
兵
衛
、
弥
平
次
山
、
同
七

午
年
右
同
人
山
当
浦
江
御
願
申
上
候
節
者
役
料
之
儀
不
残
私
江
被
下
置
候
、
其

後
御
当
代
二
相
成
文
政
三
辰
年
当
浦
清
太
夫
山
、
同
四
巳
年
八
十
吉
山
御
願
申

上
候
節
、
鶴
牧
村
庄
屋
治
郎
右
衛
門
加
判
い
た
し
役
料
半
高
差
出
候
様
相
成
申

候
、
左
候
処
鶴
牧
村
野
地
字
古
江
与
申
処
江
御
手
山
御
仕
組
二
相
成
、
其
節
役

料
之
儀
心
配
仕
候
廉
を
以
親
半
治
江
受
取
候
様
御
沙
汰
二
相
成
候
得
共
、
鶴
牧

村
野
地
之
儀
二
付
治
郎
右
衛
門
不
承
知
之
旨
申
立
組
合
日
勤
評
儀
之
上
半
高
差

出
候
様
相
成
候
得
共
、
此
節
之
儀

ハ
菖
津
浦
田
所
以
前
御
願
申
上
候
場
所
二
御

座
候
得
者
、
役
料
半
高
差
出
候
儀
難
渋
千
万
奉
存
候
、
御
免
定
元
与
者
乍
申
当

浦
田
畑
之
儀
御
年
貢
米
年
々
私
二
而
取
立
少
茂
無
滞
鶴
牧
村
御
物
成
皆
済
以
前

差
立
来
居
申
候
、
御
免
定
為
地
類
之
当
浦
石
炭
山
役
料
半
高
差
出
候
儀
何
分
二

茂
難
渋
千
万
奉
存
候
、
此
節
組
合
日
勤
評
儀
二
相
成
候
得
共
将
付
不
申
不
得
止

事
御
伺
申
上
候
、
奉
掛
御
苦
労
候
段
重
畳
奉
恐
入
候
得
共
格
別
之
以
御
勘
弁

御
慈
悲
之
御
沙
汰
被
成
下
置
候
ハ
、
難
有
仕
合
可
奉
存
候
、
此
段
乍
恐
御
内
分

申
上
候
以
上

菖
津
浦
庄
屋

辰
六
月

日
高
清
治

(印
)

文
政
人
年
酉
三
月
十
八
日
於
組
元
組
合
評
儀

一
古
江
御
手
山
6
願
村
方
菖
津
江
世
話
賃
壱
文
被
仰
付
候
分
者
鶴
牧
村
支
配
地
之

儀
二
付
二
ツ
訳
半
分
菖
津
半
分
鶴
牧
訳
取
之
事
、
且
御
益
銭
納
之
節
者
人
足
半

高
鶴
牧
6
差
出
候
事

一
菖
津
浦
名
請
家
居
根
山
井
田
所
之
畔
願
村
方
壱
文
被
仰
付
候
義
者
右
石
炭
山
二
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付
鶴
牧
江
一
切
世
話
懸
不
申
候

ハ
、
菖
津

江
受
取
候
事
、
尤
炭
山
二
付
変
儀
者
不

及
申
、
田
地
破
損
等
出
来
候
節
者
菖
津
引
受

之
事
、
菖
津
浦
之
儀
二
付
諸
願
新
田

畑
屋
敷
御
検
地
等
之
節
村
役
人
諸
人
足
労
煩
致
候
義
者
其
村

々
当
り
役
目
之
事

一
鶴
牧
願
之
内
村
方
壱
文
鶴
牧
江
受
取
候
事
、
尤
右
願
二
付
鶴
牧
往
来
諸
事
船
水

主
等
費
候
義
者
其
浦
々
当
り
役
目
之
事

一
御
手
山
井
菖
津
名
受
之
内
願
庄
屋
役
料
之
事
鶴
牧
村
右
何
れ
茂
支
配
地

二
付
諸

願
同
様
炭
山
願
茂
鶴
牧
奥
印
之
事
、
右

二
付
役
料
弐
文
内
壱
文
者
鶴
牧
地
所
支

配
之
事

二
付
鶴
牧
江
受
取
候
事
、
菖
津
者
願
井
其
外
諸
事
心
配
致
候
二
付
世
話
料

与
し
て
壱
文
菖
津
江
受
取
候
事

一
鶴
牧
願
大
坂
山
役
料
之
儀
外
炭
積
入
席
茂
有
之
候

二
付
、
積
入
立
会
等
引
受
致

度
御
相
談

二
付
世
話
料
与
し
て
壱
文
菖
津

へ
遣
候
事

(貼
紙
、
但
剥
離
)

「右
評
儀
記
録
書
組

元

へ
相
見
不
申
候
、
鶴
牧
村
相
居
候
記
録
写

二
御
座
候
、

尤
翌
戌
十

一
月
廿
八
日
評
儀
記
録
文
言
之
内

二
大
凡
相
見
居
候
様
二
御
座
候
」

文
政
九
戌
十

一
月
廿
八
日
夜
評
儀

一
鶴
牧
村
菖
津
浦
石
炭
山
願
井
庄
屋
役
料
之
事

但
菖
津
浦
願
古
江
山
御
沙
汰
二
付
菖
津
浦
願
二
相
成
候
所
御
益
山
二
付
庄
屋

心
配
茂
有
之
事
故
役
料
弐
文
菖
津
浦
二
而
受
取
候
様
田
林
野
左
衛
門
殿
6

御
沙
汰
二
候
得
共
、
菖
津
浦
存
念
鶴
牧
地
内
之
事
故
鶴
牧
江
半
文
遣
し
壱

文
半
手
前
江
請
取
可
申
鶴
牧
江
懸
合
有
之
候
処
、
鶴
牧
存
念
地
類
之
儀
二

付
、
是
迄
菖
津
願
二
相
成
候
分
役
料
弐
ツ
割
二
相
成
居
候
得
者
御
益
山
二
相

成
候
而
茂
筋
合
相
変
候
儀
無
之
双
方
存
念
相
対
決
し
不
申
、
去
三
月
十
人

日
組
合
及
評
儀
二
候
所
御
益
山
二
而
役
料
半
分
取

二
而
者
菖
津
心
配
不
行
届

段
菖
津
難
渋

二
付
、
鶴
牧
地
類
之
事
故
鶴
牧
願

二
相
成
候

ハ
、
彼
方
右
心

配
可
有
之

一
同
申
候
所
、
菖
津

日
相
好
願
候
訳

二
者
無
之
先
年
菖
津
浦
願

二
相
成
居
候
場
所
二
付
相
願
候
様
依
御
沙
汰

二
願
候
得
者
私
之
計

二
無
之
、

尚
又
鶴
牧

二
而
者
山
方
心
配
拘
り
不
申
儀

二
付
役
料
遣
し
候
二
不
及
段
御
沙

汰

二
相
成
居
候
得
共
、
全
地
類
与
申
而
已
二
而
鶴
牧
江
半
文
可
遣
存
念
之
段

被
申
二
ツ
割
之
儀
承
知
無
之
候
故
、
其
節
鶴
牧
願
大
坂
山
出
炭
船
場
心
配

菖
津
江
頼
役
料
之
内
壱
文
差
遣

シ
古
江
山
役
料
是
迄
之
通
二
ツ
割
二
相
成

候
得
者
双
方
出
入
無
之
候
故
可
然
儀
与
其
節
評
儀
折
合
付
置
候
、
然

ル
処

大
坂
山
去
九
月
迄
二
潰
レ
外

二
石
丸
田
山
当
八
月
鶴
牧
6
願
二
相
成
候
処
、

村
願
之
事
故
菖
津
江
船
場
立
会
不
相
頼
候
得
者
役
料
弐
文
共
二
手
前
江
受
取

候
事
故
菖
津
江
為
何
儀
茂
懸
合
不
致
船
場
立
会
迄
相
勤
二
相
成
候
所
、
菖

津
6
懸
合
有
之
候
者
去
年
評
儀
之
通
船
場
心
配
当
方

二
而
可
致
之
処
為
御

知
茂
無
之
如
何
之
訳
土
ハ
ニ
相
成
居
候
哉
之
段
鶴
牧
江
申
来
、
鶴
牧
答
大
坂

山
之
儀
者
船
場
心
配
相
頼
候
故
役
料
半
分
遣
候
得
共
、
此
節
6
手
前

二
而

船
場
心
配
い
た
し
候
故
其
段
御
心
得
可
有
之
返
答

二
付
、
菖
津
存
念
去
歳

評
儀

二
相
成
候
儀
只
今

二
至
変
候
而
者
気
之
毒
至
極
段
々
双
方
懸
合

二
相
成

候
得
土
二

円
坪
付
不
申
、
依
而
菖
津
6
内

々
大
庄
屋
江
去
評
儀
を
尋

二
相

成
候
得
共
、
大
坂
山

二
限
り
評
決
二
相
成
居
候
哉
、
先

々
願
二
相
成
候
分
茂

大
坂
山
同
様
与
申
評
儀
二
相
成
居
候
哉
得
与
覚
不
申
、
何
れ
去
歳
評
儀
二
相

成
候
通
不
相
成
候
而
者
評
儀
筋
立
不
申
、
其
節
居
合
之
方
覚

二
相
成
居
可

申

二
付
、
追
而
出
会
之
節
相
尋
候
得
者
相
分
り
候
儀

二
付
其
段
御
心
得
有

之
候
様
談
置
候
所
、
其
後
茂
段

々
延
引

二
相
成
此
節
出
会

二
而
、
去
春
大
坂

山
船
場
立
会
頼
ミ
役
料
分
取
評
決
之
義
相
尋
候
所
其
節
出
席
之
方
何
れ
茂
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大
坂
山
二
限
り
評
儀

二
相
成
候
義
与
相

心
得
罷
在
候
、
外
山
願
二
相
成
候
共

大
坂
山
同
様
与
申
義
者
存
不
申
段
、
依
而
石
丸
田
之
義
去
春
評
儀
拘
り
不

申
段
菖
津

へ
談
候
得
共
、
同
鶴
牧
願

之
山
二
候
得
者
相
変
候
義
無
之
筋
合
与

不
納
得

二
候
得
共
今
朝
二
至
り
候
而
者
得
心
二
相
成
候
、
依
而
以
来
左
之
通

一
鶴
牧
願
山
菖
津
江
拘
り
無
之
事

一
菖
津
願
鶴
牧
地
類
之
事
故
願
之
節
加

判
役
料
二
ツ
訳
之
事

〆
右
組
元
評
儀
書
写

一
七
月
九
日
御
伺
申
上
候
処
大
庄
屋
添
書
差
出
候
様
麻
生
氏
6
御
談
二
付
差
出
候

処
、
何
れ
御
評
儀
之
上
役
所
6
可
致
沙
汰
段
御
談
也

一
七
月
廿

一
日
左
之
通
御
状

覚

組
合
炭
山
之
儀
二
付
御
用
向
有
之
候
間
、
明
後
廿

一
日
四
ツ
時
可
罷
出
候
以
上

辰
七
月
十
九
日

地
方
役
所

入
野
組
大
庄
屋
中

乍
恐
御
内
分
申
上

口
上
覚

一
石
炭
山
新
間
部
浦
方
名
請
之
地
近
来
浦
方

一
判
二
而
御
願
申
上
候
場
所
御
座
候

而
御
聞
済
二
相
成
居
申
候
処
、
右
役
料
之
儀

願
村
二
而
可
受
取
旨
去
夏
以
来
高
串

浦
ち
田
野
村
江
掛
合
仕
、
尚
又
当
夏
菖
津

浦
願
茂
同
様

二
御
座
候
而
例
格
二
茂
相

成
候
義

二
付
、
組
合

一
同
江
申
出
候
処
右
者
前

々
仕
来
之
次
第
茂
御
座
候
而
浦
方

願
之
場
所
た
り
共
地
類
支
配
村
役
人
加
判

可
仕
訳
合
与
者
奉
存
候
得
共
、
役
料

之
儀

二
付
折
合
付
ケ
兼
無
拠

御
役
所
御

主
意
御
伺
申
上
候
、
旧
例
相
崩
れ
不

申
候
様
御
含
被
下
置
候

ハ
、
難
有
奉
存
候
、
乍
恐
此
段
御
内
分
申
上
候
以
上

入
野
組
大
庄
屋

辰
七
月

諸
岡
淳
蔵

(印
)

石
炭
山
役
料
之
儀
双
方
申
出
二
付
辰
六
月
十
九
日
組
合
惣
会
及
評
儀
候
得
共
、

差
別
付
兼
候
二
付
地
方
江
伺
之
上
御
沙
汰
二
取
計
可
申
評
儀
致
ス
、
右
二
付
双
方

書
取
井
前
方
願
之
向
組
評
儀
写
等
相
添
同
廿
三
日
地
方
御
手
代
麻
生
芳
助
殿
宅

罷
出
折
合
付
兼
候
次
第
委
細
申
上
、
御
役
所
御
主
意
之
儀
相
伺
候
処
、
我
々
日

勤
評
儀
之
上
向
々
各
吟
味
役
申
上
沙
汰
可
致
向
御
談
也

右
御
沙
汰

二
付
廿

一
日
出
津
御
役
所
江
相
伺
候
処
麻
生
芳
助
殿
6
御
沙
汰
先
達

而
中
申
出
候
炭
山
役
料
之
儀
近
来
浦
方

一
判
願
茂
有
之
、
折
合
付
兼
候
始
末

我

々
二
而
評
儀

い
た
し
候
得
共
相
決
兼
吟
味
役
中
江
申
上
、
御
惣
評
之
上
御
規

定
書
御
渡
二
相
成
候

二
付
、
得
与
致
披
見
夫

々
折
合
方
申
付
候
様
、
尤
高
串
願

之
儀
者
三
人
之
庄
屋
二
候
得
者
弐
ツ
割
二
茂
相
成
間
敷
、
委
細
書
面
之
通
折
合
付

候
様
、
此
上
彼
是
故
障
付
候
而
者
不
宜
敷
、
御
益
筋
丹
精
致
候
様
可
申
通
御
沙

汰
二
而
差
上
置
候
書
付
不
残
御
下
二
相
成
候
也

(十
八
丁
目
、
丁
間
文
書
)

「

覚

組
合
炭
山
之
儀
二
付
御
用
向
有
之
候
間
、
明
後
廿

一
日
四
ツ
時
可
罷
出
候
以
上

辰
七
月
十
九
日

地
方
役
所

(印
)

入
野
組
大
庄
屋
中

」

御
書
付
写

覚

菖
津
浦
高
串
浦
石
炭
山
庄
屋
役
料
之
儀
二
付
先
年
組
合
庄
屋
出
会
之
上
取
究
置
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候
由
之
処
、
近
頃
両
所
土
ハ地
元
江
相
談
義

不
致

一
判
之
願
差
出
候
上
聞
済
相
成

候
上
者
、
鶴
牧
村
田
野
村

二
而
者
何
茂
携
候
義
無
之
故
、
是
迄
役
料
半
分
訳
い
た

し
来
候
得
共
以
来
分
ケ
取

二
致
筋
無
之
旨
両
所
庄
屋
共
申
立
方

一
応
尤
之
様

二
茂

相
聞
候
得
共
、

一
体
石
炭
之
義
者
土
中
　

掘
出
田
畑
之
下
6
茂
掘
出
且
炭
置
場

井
間
部

口
等
者
田
畑
之
内
を
も
潰
し
候
事

故
、
讐
菖
津
浦
名
請
之
地
与
申
候
と

も
鶴
牧
村
江
申
談
候
上
願
出
可
然
筋
与
存
候
、
依
之
双
方
申
立
書
之
内
文
政
九

戌
十

一
月
組
合
庄
屋
共
評
儀
定
書

一
鶴
牧
村
願
山
菖
津
浦
江
拘
り
無
之
事

一
菖
津
浦
願
鶴
牧
村
地
類
之
事
故
願
之
節
加
判
役
料
二
ツ
訳
之
事

一
田
野
村
庄
屋
役
料
之
儀
者
高
串
両
庄
屋
茂
有
之
候
事
故
大
庄
屋
取
計

二
而
三
ツ

割
二
も
致
し
可
然
事

一
鶴
牧
村
田
野
村
庄
屋
役
料
配
分

二
付
而
者
都
而
石
炭
山

二
拘
り
候
義

二
而
菖
津
浦

高
串
浦
庄
屋
同
様
萬
事
世
話
致
候
事

右
之
ケ
条
以
来
相
守
無
腹
蔵
申
合
柳
た
り
共
取
障
筋
不
申
立
、
願
立
以
前
双
方

村
役
人
申
談
先
年
之
通
庄
屋
名
頭
連
印
大
庄
屋
加
判
致
願
書
可
差
出
候
、
然
ル

上

二
而
菖
津
浦
高
串
浦
石
炭
山
見
廻
等
之
節
鶴
牧
村
田
野
村
庄
屋
出
役
可
致
候
、

且
又
石
炭
山
者
近
年
不
景
気

二
候
間
売
捌
方
別
而
心
を
付
御
益
銭
等
相
増
候
様

精

々
心
配
致
候
様
大
庄
屋
6
可
申
通
候

辰
七
月

地
方

右
御
達
二
付
七
月
廿
四
日
炭
山
村

々
庄
屋
出
会
御
達
之
趣
委
細
申
談
組
合
規
定

左
之
通
相
決

ス

辰
七
月
廿
四
日
炭
山
村

々
出
会
定

一
以
来
石
炭
山
御
願
申
上
候
節
者
浦
方
名
請
之
地
た
り
共
支
配
村
方
江
談
合
之
上
、

差
間
筋
無
之
候

ハ
、
庄
屋
名
頭
連
印
大
庄
屋
加
判
御
願
申
上
候
事

一
鶴
牧
村
願
山
菖
津
浦
江
拘
り
無
之
候
事

但
外
村
右

二
準
候
事

一
菖
津
浦
願
鶴
牧
村
地
類
事
故
願
之
節
加
判
役
料
二
ツ
割
之
事

但
外
浦
左
二
準
候
事

=
局
串
浦
願
両
庄
屋
之
事
故
御
地
方
御
差
図
之
通
三
ツ
割
之
事

但
外
浦

二
者
不
拘
候
事

一
浦
願
役
料
地
元
江
配
分
致
候
義

二
付
都
而
炭
山
二
拘
り
候
義
者
同
様
萬
事
致
世
話

候
事但

山
御
見
廻
り
者
勿
論
惣
而
双
方
出
役
立
会
之
事
、
船
積
立
会
御
益
取
立
等

ハ
順
番
勤

二
而
も
可
致
事

(朱
書
)

「此
処
御
相
対
義
者
兎
も
角

一
体
私
之
訳

二
付
双
方
立
会
可
致
事
也
、
傍
而
消

ス
」

(貼
付
文
書
、
但
剥
離
)

「浦
願
石
炭
山
之
義
都
而
炭
山
二
拘
り
候
義
者
浦
岡
同
様
萬
事
致
世
話
候
事
与

御
沙
汰

二
御
座
御
候
処
、
船
積
立
会
御
益
取
立
納
等
者
順
番
二
而
御
心
配
茂
可

致
段
先

日
御
談
申
上
置
候
得
共
、
得
与
相
考
候
処
御
益
取
立
納
之
義
者
願
元

二
限
り
候
訳

二
可
有
之
義

二
存
申
候

二
付
願
元
6
御
納
可
成
候
、
都
而
之
義
者

双
方
御
立
会
二
而
御
勤
可
成
候
、
此
段
申
進
候
以
上

辰
人
月
十
九
日

組
元

鶴
牧

菖
津

田
野
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高
串右

庄
屋
衆
中

」

一
浦
方
願
村
益
壱
文
之
義
地
類
之
義
二
付
支
配
村
与
弐
ツ
訳
之
事
、
尤
御
益
納
人

足
井
御
見
廻
諸
人
足
等
二
ツ
割
差
出
候
事

但
炭
山
二
付
変
事
者
不
及
申
御
田
所
損
所
等
出
来
候
節
者
同
様
二
差
出
候
事

右
之
通
此
節
炭
山
御
規
定
御
達
二
相
成
候
上
者
、
以
後
堅
く
書
面
之
趣
取
究
少
茂

違
犯
無
之
様
無
腹
蔵
申
合
、
聯
た
り
土
ハ故
障
筋
出
来
不
申
候
様
双
方
村
役
人
談
合
、

御
益
筋
相
進
候
様
精
々
心
配
可
致
事

安
政
三
丙
辰
七
月
廿
四
日

大
庄
屋

出
席

諸
岡
淳
蔵

新
木
場
村

大
浦
又
八
郎

鶴
牧
村

鶴
田
治
郎
右
衛
門

菖
津
浦

不
快
二
付
代
役
清
七
郎
出
席

日
高
清
治

高
串
浦

同
断
二
付
代
役
池
田
嘉
三
郎
出
席

池
田
覚
左
衛
門

寺
浦
村

病
気
不
参

草
野
芳
作

高
串
釣
分

右
同
断

冨
永
宗
次
右
衛
門

田
野
村

右

池
田
傳
蔵

晴
気
浦

治
三
郎

以
書
附
奉
願
候
事

字
土
井
の
浦

一
石
炭
山
壱
ケ
所

田
野
村

此
御
運
上
五
貫
文

此
御
運
上
五
貫
文

右
之
通
御
運
上
差
上
当
壱
ケ
年
限
炭
山
仕
度
奉
存
候
、
御
運
上
之
儀
者
御
差
図

次
第
上
納
可
仕
候
、
願
之
通
被
仰
付
被
下
候

ハ
、
難
有
可
奉
存
候
、
此
段
奉
願

候
以
上

文
政
元

寅
八
月
廿
五
日

田
野
村
名
頭

吉
右
衛
門

同
村
庄
屋源

治

入
野
組
大
庄
屋

諸
岡
勇
吾

浦
山
方

御
役
所

上
野
石
右
衛
門
殿

中
村
重
左
衛
門
殿

一鵬一



桑
原
外
左
衛
門
殿

西
村
伴
兵
衛
殿

以
書
付
奉
願
候
事

字
土
井
の
浦

一
石
炭
山
壱
ケ
所

田
野
村

此
御
運
上
銭
拾
貫
文

右
者
去
八
月
御
願
申
上
候
石
炭
山
去
年
莫
々
損
失
仕
当
春
仕
操
銭
立
坪
入
用
三

貫
目
水
抜
二
壱
貫
五
百
匁
仕
入
仕
候
処
元
方
之
者
取
続
兼
難
渋
至
極
奉
存
候
、

当
年
之
儀
者
御
益
銭
相
増
御
願
可
申
上
奉
存
候
処
、
右
仕
入
銭
莫
々
之
入
用
取

計
方
無
御
座
難
儀
至
極
奉
存
候
、
以

御
勘
弁
当
壱
ケ
年
限
右
御
運
上
二
而
被

仰
付
被
下
置
候
様
奉
願
候
、
右
願
之
通
被
仰
付
被
下
置
候

ハ
、
難
有
可
奉
存

候
、
此
段
奉
願
候
以
上

文
政
二

卯
二
月
十
七
日

田
野
村
名
頭

吉
右
衛
門

同
村
庄
屋源

治

入
野
組
大
庄
屋

諸
岡
勇
吾

浦
山
方

御
役
所

御
代
官
御
役
所

御
名
宛

以
書
付
奉
願
候
事

字
え
び
す
か
浦

一
石
炭
山
壱
ケ
所

高
串
浦源

三
郎

十
治
郎

此
御
運
上
七
弐
銭
弐
拾
匁

右
者
当
壱
ケ
年
限
石
炭
為
掘
申
度
奉
存
候
、
当
年
之
義
者
最
早
綾
之
間
二
罷
成

候
二
付
、
以

御
勘
弁
右
之
御
運
上
二
而
願
之
通
被

仰
付
被
下
置
候

ハ
、
難

有
可
奉
存
候
、
依
之
以
書
付
奉
願
候
以
上

文
政
七

申
十
月
廿
七
日

田
野
村
名
頭

治
右
衛
門

同
村
庄
屋太

郎
兵
衛

浦
山
方

御
役
所

以
書
附
奉
願
候
事

字
土
井
の
浦

高
串
浦

一
石
炭
山
壱
ケ
所

松
三
郎

字
糀
房

同

一
同
壱
ケ
所

半
七

右
之
場
所
少
々
石
相
見
申
候
二
付
為
口
明
見
申
度
奉
存
候
、
願
之
通
被

仰
付

被
下
置
候
ハ
、
難
有
奉
存
候
、
依
之
以
書
附
奉
願
候
以
上

文
政
九

一斯一



戌
三
月
廿
五
日

浦
山
方

御
役
所

田
野
村
名
頭

弥
平
治

同
村
庄
屋太

郎
兵
衛

以
書
付
奉
願
候
事

糀
房

田
野
村

一
石
炭
山
壱
ケ
所

福
左
衛
門

此
御
益
銭
生
石
百
斤
二
付
弐
文
半

右
之
場
所
至
而
悪
石
二
御
座
候
得
共
、
奥
二
入
候

ハ
、
少
々
者
宜
罷
成
可
申
奉
存

候
二
付
、
右
御
益
銭
相
備
為
掘
申
度
奉
存
候
、
此
段
以
書
付
奉
願
候
以
上

文
政
十

田
野
村
名
頭

亥
二
月

弥
平
治

同
村
庄
屋太

郎
兵
衛

御
仕
法

御
役
所

以
書
付
奉
願
候
事

字
え
ひ
す
か
浦

一
石
炭
山
壱
ケ
所

此
御
益
三
文

水
主
町傳

兵
衛

右
之
場
所
此
迄
段
々
之
取
跡
二
御
座
候
得
共
去
冬
6
手
を
入
申
候
処
相
応
二
出

石
可
仕
模
様
二
罷
成
申
候
得
共
、
水
太
々
御
座
候
上
先
並
山
二
付
水
引
莫
太
二

掛
り
何
分
勘
定
引
合
不
申
候
得
共
、
去
冬
右
大
造
之
仕
操
金
入
れ
込
申
候
得
者
、

此
節
二
至
り
誠
二
進
退
差
迫
及
当
惑
難
渋
至
極
奉
存
候
二
付
格
別
之

御
慈
悲

を
以
右
之
御
益
銭
二
而
願
之
通
被
為

仰
付
被
下
置
候

ハ
、
重
畳
難
有
仕
合
可

奉
存
候
、
左
茂
御
座
候

ハ
、
可
成
丹
精
為
仕
出
石
相
増
御
益
備
候
様
仕
度
奉
存

候
、
依
之
以
書
付
奉
願
候
以
上

天
保
元

田
野
村
名
頭

寅
二
月

弥
平
治

同
村
庄
屋太

郎
兵
衛

入
野
組
大
庄
屋

諸
岡
達
内

御
趣
法

御
役
所

右
者
当
村
之
内
高
串
浦
小
前
持
地
江
石
炭
山
御
願
申
上
居
候
控
写
二
御
座
候
以
上

田
野
村
庄
屋

辰
六
月

池
田
傳
蔵

(印
)

以
書
付
奉
願
候
事

鶴
牧
村
之
内

菖
津
浦

一
石
炭
山
壱
ケ
所

清
太
夫

此
御
運
上
七
二
銭

右
之
場
所
石
炭
相
見
候
二
付
右
之
御
運
上
差
上
、
当

一
ケ
年
限
掘
出
申
度
奉
願
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候
、
願
之
通
被
為
仰
付
被
下
置
候
ハ
、
難
有
可
奉
存
候
、
依
之
以
書
付
奉
願
候

以
上

菖
津
浦
名
頭

辰
四
月

茂
七

同
浦
庄
屋

文
政
三

半
治

鶴
牧
村
名
頭

幸
左
衛
門

同
村
庄
屋直

之
助

浦
山
御
役
所

御
支
配

御
名
宛

以
書
付
奉
願
候
事

鶴
牧
村
之
内
菖
津
浦
下
場

菖
津
浦

一
石
炭
山
弐
ケ
所

仲
蔵

此
御
運
上
七
二
銭
百
弐
拾
匁

右
之
炭
山
当

一
ケ
年
限
右
御
運
上
差
上
為
掘
申
度
奉
願
候
、
右
願
之
通
被
仰
付

被
下
置
候
ハ
、
難
有
奉
存
候
、
依
之
以
書
付
奉
願
候
以
上

菖
津
浦
名
頭

午
十

一
月
五
日

茂
七

同
浦
庄
屋

文
政
五

半
治

浦
山
御
役
所

御
支
配

御
名
宛

鶴
牧
村
名
頭

幸
左
衛
門

同
村
庄
屋荘

之
介

入
野
組
大
庄
屋

諸
岡
権

一
郎

以
書
付
奉
願
候
事

鶴
牧
村
之
内
菖
津
浦
下
場

菖
津
浦
願
主

一
石
炭
山
弐
ケ
所

仲
蔵

此
御
運
上
七
二
銭
百
五
拾
匁

右
者
去

一
ケ
年
限
御
運
上
御
願
申
上
置
候
処
、
又
々
当

一
ケ
年
限
為
掘
申
度
奉

願
候
、
願
之
通
被

仰
付
被
下
置
候

ハ
、
難
有
奉
存
候
、
此
段
奉
願
候
以
上

菖
津
浦
名
頭

申
二
月

茂
七

同
浦
庄
屋

文
政
七

半
治

鶴
牧
村
名
頭

幸
左
衛
門

同
村
庄
屋源

左
衛
門
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浦
山
方

御
役
所

御
支
配

御
名
宛

以
書
付
奉
願
候
事

鶴
牧
村
之
内
下
タ
場

菖
津
浦

一
石
炭
山
壱
ケ
所

中
蔵

此
御
益
百
斤
二
付
四
文
懸

同
所

一
同
壱
ケ
所

同
人

此
御
益
百
斤
二
付
五
文
懸

右
者
年
々
請
山
二
御
願
申
上
来
候
処
、
当
年
ハ
右
御
益
銭
差
上
為
掘
申
度
奉
願

候
、
願
之
通
被
仰
付
被
下
置
候

ハ
、
難
有
奉
存
候
、
依
之
以
書
付
奉
願
候
以
上

菖
津
浦
名
頭

酉
三
月
廿
四
日

茂
七

同
浦
庄
屋

文
政
八

半
治

鶴
牧
村
名
頭

幸
左
衛
門

同
村
庄
屋源

左
衛
門

入
野
組
大
庄
屋

諸
岡
権

一
郎

浦
山
方

御
役
所

亥
書
付
奉
願
候
事

鶴
牧
村
之
内
古
江

稗
田
村

一
石
炭
山
壱
ケ
所

久
作

此
御
益
百
斤
二
付
七
文
懸

右
之
通
御
益
銭
差
上
為
掘
申
度
奉
願
候
、
右
願
之
通
被
仰
付
被
下
置
候
ハ
、
難

有
奉
存
候
、
依
之
以
書
付
奉
願
候
以
上

菖
津
浦
名
頭

酉
四
月

茂
七

同
村
庄
屋

文
政
八

半
治

鶴
牧
村
名
頭

幸
左
衛
門

同
村
庄
屋源

左
衛
門

浦
山
方

御
役
所

以
書
付
奉
願
候
事

鶴
牧
村
之
内
字
菖
津
平
家
居
根
山
之
内

菖
津
浦
願
主

一
石
炭
山
壱
ケ
所

中
蔵

此
御
運
上
百
斤
二
付
四
文
五
分
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右
之
場
所
石
炭
山
仕
立
申
度
見
受
申
候
二
付
、
右
之
御
運
上
差
上
為
掘
申
度
奉

願
候
、
願
之
通
被
仰
付
被
下
置
候

ハ
、
難
有
奉
存
候
、
依
之
以
書
付
奉
願
候
以

上

菖
津
浦
名
頭

戌
十

一
月

茂
七

同
浦
庄
屋

文
政
九

半
治

鶴
牧
村
名
頭

幸
左
衛
門

同
村
庄
屋源

左
衛
門

入
野
組
大
庄
屋

諸
岡
権

一
郎

浦
山
方

御
役
所

御
支
配

御
名
宛

以
書
付
奉
願
候
事

鶴
牧
村
之
内
岩
屋

星
賀
浦

一
石
炭
山
壱
ケ
所

庄
三
郎

右
之
場
所
石
炭
骸
見
出
試
仕
候
処
、
炭
二
掘
付
申
候
二
付
右
之
御
益
差
上
掘
申

度
奉
願
候
、
願
之
通
被
仰
付
被
下
置
候
ハ
、
難
有
奉
存
候
、
依
之
以
書
付
奉
願

候
以
上

丑
三
月
廿
五
日

地
方御

役
所

文
政
十
二

菖
津
浦
名
頭

平
治

鶴
牧
村
名
頭

治
作

菖
津
浦
庄
屋

日
高
清
治

鶴
牧
村
庄
屋

鶴
田
治
郎
右
衛
門

入
野
組
大
庄
屋

諸
岡
淳
蔵

以
書
付
奉
願
候
事

鶴
牧
村
之
内
字
浦
の
田

元
方

一
石
炭
山
壱
ケ
所

由
宇

此
御
益
銭
百
斤
二
付
八
文

右
之
通
御
益
銭
差
上
為
掘
申
度
奉
願
候
、
願
之
通
被
仰
付
被
下
置
候
ハ
、
難
有

仕
合
奉
存
候
、
依
之
以
書
付
奉
願
候
以
上

菖
津
浦
名
頭

酉
五
月

平
治

鶴
牧
村
名
頭

嘉
永
二

為
八

菖
津
浦
庄
屋
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地
方御

役
所

日
高
清
治

鶴
牧
村
庄
屋

鶴
田
治
郎
右
衛
門

入
野
組
大
庄
屋

諸
岡
淳
蔵

以
書
付
奉
願
候
事

鶴
牧
村
之
内
字
菖
津
平

菖
津
浦

一
石
炭
山
壱
ケ
所

甚
左
衛
門

此
御
益
百
斤
二
付
五
文

右
之
通
御
益
銭
差
上
為
掘
申
度
奉
願
候
、
願
之
通
被
仰
付
被
下
置
候

ハ
、
難
有

奉
存
候
、
依
之
以
書
付
奉
願
候
以
上

菖
津
浦
名
頭

戌
六
月

平
治

鶴
牧
村
名
頭

嘉
永
三

為
八

菖
津
浦
庄
屋

日
高
清
治

鶴
牧
村
庄
屋

鶴
田
治
郎
右
衛
門

入
野
組
大
庄
屋

諸
岡
淳
蔵

地
方御

役
所

以
書
付
奉
願
候
事

鶴
牧
村
之
内
字
菖
根
坂

元
方
入
野
村

一
石
炭
山
壱
ケ
所

勘
兵
衛

此
御
益
銭
百
斤
二
付
五
文

右
之
通
御
益
銭
差
上
為
掘
申
度
奉
願
候
、
願
之
通
被
仰
付
被
下
置
候

ハ
、
難
有

奉
存
候
、
依
之
以
書
付
奉
願
候
以
上

菖
津
浦
名
頭

戌
十

一
月

平
治

鶴
牧
村
名
頭

嘉
永
三

為
八

菖
津
浦
庄
屋

日
高
清
治

鶴
牧
村
庄
屋

鶴
田
治
郎
右
衛
門

入
野
組
大
庄
屋

諸
岡
淳
蔵

地
方御

役
所

一㎎一


